
　本書は，歯科医師や歯科衛生士などの歯科医療従事者，歯科系の学
生を対象に，歯科臨床論文の効率的な検索の方法と，論文の読み方を
解説しています．
　そもそも，なぜ歯科医療従事者が論文を読まなければならないので
しょうか？　教科書や診療マニュアルを読めば，歯科臨床に関する知
識は得られます．若手の歯科医療従事者は，上司や先輩に教わりなが
ら，実践的な臨床のスキルを磨くことができます．論文など読まなく
ても，歯科臨床のルーチン・ワークはほぼ無難にこなせるでしょう．
ではいったいなぜ，苦労して論文を読む必要があるのでしょうか？
　その答えは，「エビデンスに基づく歯科診療（evidence-based dentistry, 
EBD）」を実践するためです．エビデンス（evidence）とは，ある治療
法が疾患の治癒・軽快，QOL の改善等に効果があると科学的に正し
い方法で示された根拠を意味します．歯科における最新のエビデンス
を得るために論文を検索し，その内容を日常の歯科診療において個々
の患者に役立てることが重要です．歯科医療従事者は，質の高いエビ
デンスに基づく臨床的意思決定を行い，効果的で効率的な治療につな
げることが期待されます．
　しかしそうは言っても，現実はどうでしょうか？　日本の歯学系大
学では，EBD の実践方法について十分な教育が提供されているでしょ
うか？　日本の歯科医療従事者は，どの程度 EBD を実践できている
でしょうか？
　実際には，歯科の卒前卒後教育において，歯科臨床論文の読み方や
EBD の実践について学ぶ機会は少ないように思われます．大学病院
で勤務していたり，大学院生として研究に従事している方々は，
EBD に触れる機会が比較的多いことでしょう．しかし，歯科診療所
に勤務すると，EBD という言葉すら日常的にあまり聞かれないよう
に思われます．
　EBD が普及しない原因の 1 つとして，若手の歯科医療従事者が歯
科臨床論文を読むことに困難を感じていることが挙げられるでしょ
う．歯科に限らず，論文は日本語で書かれることもありますが，質の
高い論文は英語で書かれています．英文の歯科臨床論文を読むには，
英語力，歯科の専門知識，疫学・統計学の知識，という 3 種類の異な
る素養が必要になります．しかしながら，論文の英語は平易であり，
高卒程度の文法知識があれば読めます．歯科の専門知識は教科書を読
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んだり臨床経験を積んだりすれば身に付きます．つまりこれら 2 つを
ハードルと考える必要はありません．本当のハードルは疫学・統計学
の知識であり，これが歯学教育において決定的に不足している要素と
言えるでしょう．
　疫学・統計学の知識が欠けていると，歯科臨床論文を読みこなすこ
とは困難です．とはいえ，多忙な歯科臨床従事者が，難解な疫学・統
計学の成書を紐解いてそれらの知識を身に付けようとすることは，あ
まり効率的ではないでしょう．そこで，すべての歯科医療従事者や歯
科系の学生に，本書をお薦めします．
　本書は，「エビデンスの探し方」と「論文を読んで理解すること」に着
眼して執筆しました．本書の構成は以下のとおりです．第 1 章（Evidece-
based dentistry）では，エビデンスの定義や評価方法，実臨床におけ
るエビデンスの活用方法について詳説しています．第 2 章（エビデン
スの探し方）では，診療ガイドラインなどの二次情報の利用方法，
PubMed などを用いた一次情報（原著論文など）の探し方を解説して
います．第 3 章（研究デザイン）では，歯科臨床論文を読むうえで必
要不可欠となるバイアスや研究デザインの知識についてわかりやすく
解説しています．第 4 章（論文の読み方）では，実際の歯科臨床論文
を題材として，論文の構成（IMRAD）に沿った論文の精読方法や論文
の批判的吟味について解説しています．第 5 章（統計解析の基礎）では，
論文の内容を理解するうえで必要最低限の統計学の基礎知識について
まとめました．
　なお，本書の著者ら（石丸・大野）は歯科医師であり，歯科臨床の
経験を積んだ後に，東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻

（School of Public Health）で 公 衆 衛 生 学 修 士 号（Master of Public 
Health），同社会医学専攻で臨床疫学の医学博士号を取得し，現在は
大学教員として歯科臨床研究に従事しています．
　多くの歯科医療従事者が，診療技術を磨くことと同様に，論文を読
んで最新のエビデンスに関する知識を得ることを重視し，それらを活
かして，患者にとってより効果的かつ効率的な歯科診療を実践できる
ようになることを願っています．
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ンスがある！」と単純に言うことはできないのです．
　近年は，修正されたエビデンス・ピラミッドが提案されています2）．
研究デザインを分けている線が波状になり，明確には分けることがで
きないことを表現しています（図 1-2）．また，メタアナリシスとシス
テマティックレビューは一次研究（RCT など）と同じ土台にないとい
うことで，切り離されています．

3 GRADEシステム
　エビデンス・ピラミッドとは別に，エビデンスの質や推奨度の強さを系統
的に評価する方法として，GRADE（Grading of Recommendations 
Assessment, Development and Evaluation）というシステムが開
発されています3）．
　GRADE システムでは，研究デザインのみではなく複数の要因を評
価し，それらを統合してエビデンスレベルを決定します（図 1-3）．そ
の要因は大きく，①研究デザイン，②グレードを下げる 5 つの要因，
③グレードを上げる 3 つの要因に分けられます．

図 1-2　修正されたエビデンス・ピラミッド
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　この中で，う蝕そのものについて付与されていそうな統制語は「う
蝕」です．う蝕の同義語として「う歯」「虫歯」「むし歯」「ウ蝕」「カ
リエス（歯科）」「齲蝕」などがあります．同義語がたくさんあるため，

「意味」である統制語で検索する重要性がわかります．

　う蝕に関連する RCT を検索したいときには，以下のように検索タ
グを組み合わせて検索できます．

う蝕 /TH AND RD ＝ランダム化比較試験

　「調べたい単語 / タグ」と「RD ＝研究デザイン」を AND で組み合わ
せることで，「う蝕」の統制語がついた RCT を検索できます．AND
や OR の検索は一般的な検索エンジンでの組み合わせと同様です．
　上記の検索式で検索をしてみると，36 件の論文が見つかりました．
多くの論文は英語で書かれているものの，日本語で書かれた論文もあ
ります．

　医中誌 Web 自体は論文のフルテキストを提供しているわけではな
く，論文のタイトルと抄録のみが収載されています．しかし，各論文
に別の文献検索システムへのリンクが貼ってあります．そちらに移動
すると，無料で論文のフルテキストをダウンロードできる場合があり
ます．

表 2-3　う蝕の統制語

統制語 種別

う蝕 シソーラス用語

う蝕活動性試験 シソーラス用語

う蝕感受性 シソーラス用語

う蝕原性食 シソーラス用語

歯根う蝕 シソーラス用語

う蝕検知液 医中誌フリーキーワード

軟化象牙質 医中誌フリーキーワード
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4）MeSH term を利用した検索
　例えば，「歯周病に対する局所抗菌薬の使用」について疑問に思い，
関連する論文を検索するとします．歯周病の英語は periodontitis や
periodontal disease が 一 般 的 で す． 抗 菌 薬 は，antimicrobial drug

（agent），antibacterial drug（agent），antibiotics などです．
　これらのフリータームすべてを OR や AND で繋げていくのは大変
です．そこで，MeSH term を利用しましょう．MeSH とは Medical 
Subject Headings の略です．PubMed で使用されている用語集であ
り，さまざまな用語のバリエーションが 1 つの用語として統一されて
います．MeSH term で検索をすると，「文字」の検索ではなく「意味」
で検索することができます．
　MeSH Database は，PubMed のトップ画面からアクセスできます

（図 2-8）．MeSH Database から，Periodontal Diseases という用語で検
索します．図 2-9 は，Periodontal Diseases の MeSH term を示します．
　MeSH は大きな概念から小さな概念へと枝分かれする構造になって
います．Diseases Category（疾患カテゴリ）の中に消化器系疾患から
さらに口の疾患に分類され，その下に Periodontal Diseases が分類さ

図 2-8　MeSH Database
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